
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）

1年間に県立体育施設（５施設）を利用した人の延べ人数

・近年、小学生以下の県内柔道競技者数が減少している傾向。（H20：722人→H2７：396人）
・Ｈ２５に起きた全国的な柔道に関する事件・事故が影響していると考えられ、危険性が高いというイ
メージから柔道教室への参加がためらわれていると考える。

・柔道に対するマイナスイメージ・先入観を取り除き、参加したくなる柔道教室となるよう企画・広報
を進めていく。

％

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）

実績値

達成率

－

・武道館の主たる競技である柔道のスポーツ教室の参加者について、前年度より東部は増加したもの
の、西部が減少した。

６.成果があったこと（改善されたこと）

０８５２－２２－５７２２

事務事業評価シート

目
的

（１）対象 県民

（２）意図 施設の利便性を高め、施設利用者を増やすことを通じて、スポーツの普及を図る

291,682.0

・利用者に配慮した施設管理及び利用者ニーズに対応したスポーツ教室等の企画運営を行う。
・利用者が安全に、かつ、安心して利用できる施設とするため、各施設に必要な整備を行う。
・県立体育施設の管理については、公益財団法人島根県体育協会が指定管理者となり、使用許可や使用料の徴収等の業務を一括して行っている。

評価実施年度： 平成３０年度

28年度 29年度

271,139.0 271,139.0

事務事業の名称 県立体育施設管理運営事業

事務事業担当課長 保健体育課長　佐藤 正範 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅲ－２－２
スポーツの振興

県立体育施設（５施設）を利用した利用者数
目標値 271,139.0 271,139.0

30年度 31年度年度 27年度

・体育施設等の利用者総数は291,682人となり、前年度比で△9,387人となったが、目標値（271,139人）を上回っており、高い水準を維持している。
・武道館の柔道教室の年間参加者数が、平成２９年度は東部が７１人（前年度比＋２人）と増加したものの、西部は３５人（前年度比△１４人）と減少した。
・水泳プールの個人利用について、プール利用は減少したものの、トレーニング室利用が増加した。
【柔道教室】　武道館　石見武道館　　【プール個人利用】 プール　　　トレーニング室　　合計
　　　H28　　６９人　　　４９人　　　　　　　 H27　21,774人　　  41,337人　　63,111人
　　　H29　　７１人　　　３５人　　　　　　　 H28　29,079人　　  40,110人　　69,189人
　　　　　　 　　２人　　△１４人　　　　　　 　H29　27,423人　　  46,273人　　73,696人

うち一般財源（千円） 306,101 301,165

達成率

263,401.0

％

人

実績値

取組目標値

－

事　業　費（b）（千円） 391,826 346,413

・年度によって参加者数が変動しているが、各施設の取組事例を共有し、恒常的な参加者数の増加を目的として関係者と連携・協議・改善策の実施をする。
（取組事例）
柔道教室の参加者の意見を参考に、柔道教室の講師と武道館職員で協議を行い、教室の開催回数を増やすことで、一般の参加者の増加を図る。
島根県柔道連盟と連携を図り、未就学児や小学生を対象とした柔道の普及を目的とした少年少女柔道教室を開催することにより、スポーツ教室に参加する小学生の増
加を図る。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
・新規の施設利用者及びリピーターを増やす試
みが以下のとおり、適切に実施されていること
の成果が現れている。
【武道館】
幼児以上を対象とした幅広い層が参加できる柔
道教室の開催、柔道の体験イベントの実施
【プール】
トレーニングルーム利用者へのコンディショニ
ング指導などサービス向上の取組

－ － －

前年度実績 今年度計画

取組目標値
指標名

事
業
概
要

107.6111.1

－

式・
定義 －－

単位

301,069.0

目標値

式・
定義

成果参考指標名等

1

2

指標名


